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研究の概要

交通利便性が高い
↓

外出をよくする

認知的ソーシャル・
キャピタルが高い

ソーシャル・キャピタルとは、、、

、「個人間のつながり、すなわち社会的ネットワークおよびそこから生じる互酬性
と信頼性の規範」と定義されている。

ネットワーク

信頼互酬性の規範

ソーシャル・キャピタルの３つの構成要素

既存研究より「ソーシャル・キャピタル→地域コミュニティ/組織力→地域力/活動力」の関係がある。本研究では移動特性とソー

シャル・キャピタルの関係をアンケート調査によって定量的に明らかにし、ソーシャル・キャピタルの醸成要因を探ることを目的と

する。

研究対象 群馬県藤岡市（１８歳以上の市民）

調査方法 アンケート調査
「日常の外出実態と生活環境に関する調査」
回収数：８６６票（４４．３％）

分析方法 単純集計・地区特性・クロス集計・因子分析・因子得点との
クロス集計・共分散構造分析

GFI 0.855

AGFI 0.824

①移動特性に関する変数は地域コミュニティ、社会共通資本・制度の変数と比べ

て、ソーシャル・キャピタルに向けての絶対値が高いことから、関わりが大きいこと

が分かった。また、地域コミュニティ、社会共通資本・制度に限って着目すると社会

共通資本・制度の関わりの方が大きいことが分かった。

→ソーシャル・キャピタルの向上には、ハード面の整備が必要である。

②移動特性に関する変数の中だけに着目するとバスの必要性を感じている人、自

動車に対して何かしらのマイナスイメージを抱いている人はソーシャル・キャピタル

に対して負の作用をすることが分かった。

→現状の交通に課題・不満を感じている人はソーシャル・キャピタルが低い。

研究・分析の方法

分析の結果（共分散構造分析の結果）
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認知的ソーシャル・キャピタル

性別ダミー
（１，男性 ０，その他）

年齢階層別ダミー
（１，６０歳以下０，６０歳未満）

職業ダミー
（１，働いている人
０，働いていない人）

同居家族の有無ダミー
（１，有り ０，無し）

自動車の使用状況ダミー
（１，使える自動車がある
０，使える自動車がない）

駅の有無ダミー
（１，有り ０，無し）

ICの有無ダミー
（１，有り ０，無し）

バスの不便性
（質問２の因子得点③）

質問７の因子得点①：地域活動への参加

質問７の因子得点③：地域への愛着

質問７の因子得点②：人との交流・信頼

質問８（２）の因子得点②：地域活動の活発さ

質問８（２）の因子得点①：地域連携の強さ

地域コミュニティ

質問８（１）の因子得点①：周辺環境の充実

質問８（１）の因子得点②：各種施設の利用のしやすさ

質問８（１）の因子得点③：子供の通学環境

社会共通資本・制度自動車運転の感想

質問３の因子得点②：運転免許の返納

質問３の因子得点①：自動車のデメリット

質問５野因子得点②：バスの必要性あり

バスの必要性

質問５の因子得点①：バスの必要性なし
日用品の買い物の交通手段と回数ダミー
（１，交通手段が自動車（自分で運転）で週に１回以上外出する ０，それ以外）

移動特性 病院やクリニックなどへの通院の交通手段と回数ダミー
（１，交通手段が自動車（自分で運転）で週に１回以上外出する ０，それ以外）

趣味やサークル活動などの交通手段と回数ダミー
（１，交通手段が自動車（自分で運転）で週に１回以上外出する ０，それ以外）

仕事（パートなども含む）の交通手段と回数ダミー
（１，交通手段が自動車（自分で運転）で週に１回以上外出する ０，それ以外）
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個人属性に関する変数

認知的ソーシャル・キャピタルに関する変数 移動特性に関する変数

既存研究で分析された変数
変数の
種類

質問1：個人属性

質問2：日常の外出について
質問３：自動車運転の感想
質問４：目的別の交通手段と外出回数
質問５：バスの必要性
質問６：バスへの考え方

質問7：ソーシャル・キャピタルに関する項目

質問8（１）：社会共通資本・制度に関する項目

質問8（２）：地域コミュニティに関する項目

【分析（研究）の仮説】

ソーシャル・キャピタルの醸成には移動特性が関わっており、交通利便性が高いと日

頃からよく外出するため、ソーシャル・キャピタルが高くなると仮説を立てた。
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